



のだが, すぐに断念した｡ 思いのほか難しい｡ 書
きたい俳優さんは, あまり知られていない人が多



























『憤怒』 は 『ふんど』 と読むが, 原作本は, 『ふん































古 里 靖 彦*
しており, 泥臭い演技をしているが, これが, 彼




















になる｡ いずれも, 頑固一徹, その道一筋の職人










れない｡ そんな監督が, 何人かいる｡ 黒木和夫さ










頼が来る｡ 王は, 最初は断るのであるが, たって
の依頼で, 料理を彼女に任せることに決める｡ 王
は彼女を, 紹興酒を仕入れるために, 故郷, 紹興















ン池波正太郎さんの 『鬼平犯科帳』 や, 『剣客商
売』 が挙げられるが, これらより, もっとリアリ
ティーがある｡ 考えてみれば, 中華料理というも
のは, 一つの中華鍋でなんでも作る｡ 塩, 醤油な





蛇足ながら, 何となく, 両作品は, 中国の名作,





るのも難しいが, やはり, 代表作は, 『愛のコリー
ダ』 であろう｡ が, 私は, 採らない｡ テレビドラ









ん｡ 当時, 浅丘ルリ子さん, 吉永小百合さんに並









『父と暮らせば』 を採る｡ 言うまでもなく, 井上






の亡霊である｡ 二人芝居で, その二人だけで, 話






















名シーンの一つであるが, 当時, 彼女は, 拒食症
でやせ細っており, それが又, 役にピタリであっ
たのが, 哀れであった｡
これは, 又に譲り, 本題に戻る｡ 確かに, 宮沢
さんの清新な演技には, 何の文句もないが, やは
り, 絶品は, 原田さんの剽軽な演技でしょう｡ そ
れが戦争の悲惨さ, 当然の幸せを求められない,
娘の悲しを際立たせているのではないか｡ 先述の,























優賞を受賞したのが, 原田さんで, その時, サイ
ンを頂いたのを思い出す｡ 見かけによらず, 気さ
くな人であった｡
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他に特筆すべき作品は, 多々あるが, 黒木和雄
監督の ｢戦争レクイエム三部作｣ (『父と暮らせば』
もその一作) の 『TOMORROW 明日』 と 『美
しい夏キリシマ』, 同じ黒木監督の 『竜馬暗殺』,
更に 『オリヲン座からの招待状』 などがある｡ 又,
テレビの 『不毛地帯』 も適役ではなかったが, 見
所はあった｡
4. いしだあゆみ～海へ Sea you～
歌手で名優は, 桜田淳子さん, 小柳ルミ子さん,
武田鉄矢さんなど数多い｡ 又, 最近は少なくなっ













があり, 私以外にも, 近づく人はいなかった｡ 俳
優さんもそれぞれで, 面白かった｡
それはさておき, 彼女は, 別れのシーンの名人
である｡ 例えば, 『北の国から』 の, 無理矢理に
別れさせられ, 小さい子供をおいて去っていく母











数ある中で, 何を採るか｡ 私は, 『海へ See
you』 のケイ役を採りたい｡
これは, パリ・ダカール・ラリーに命をかけた
男たちの物語で, 主演は, 高倉健｡ 彼の役は, 現
役から身を引き, ラリーで, 落伍した車両を片付
ける, 弔い屋で, 実は, 超一流の, ラリーをサポー
トするメカニック, 本間である｡ 監督は, 名コン
ビの蔵原惟繕, 脚本は, 倉本聰, 又, 撮影が素晴







この意味は, よくわからないが, どうも, ケイは,
本間のことがまだ忘れられない様子｡ 本間のチー







い｡ 但し, 最後に死ぬことはないだろう｡ 不幸な
結末は, 好きではない｡ 主要な作品は, 上記にあ
げたが, 他に, 『青春の門 自立編』 中で最も重要
な役, インテリ娼婦, カオル役も良かった｡ 又,
特殊な作品であるが, テレビドラマで, 何回か作
られた, 『消しゴムお亜季』 という作品｡ 演出は,
私の好きな, 久世光彦さん｡ 一度寿司屋で見かけ














た, 『触れもせで 向田邦子との二十年』 『夢あ





ら マイ・ラスト・ソング 3』 『ダニー・ボー
イ マイ・ラスト・ソング 4』 『マイ・ラスト・
ソング最終章』 でしょう｡ 素晴らしい, 歌曲論で
ある｡






めた｡ それはそれで, 悪くない｡ それ以後の彼女
の活躍を見ると, 本音はどうであったか分からな
いが, 吉永小百合さんや, 芦川いずみさんと比べ
ると, まず, 文芸作品はない｡ 裕次郎や小林旭が,
わけもわからず, 登場すると, 途端に, 浅丘さん
が, 登場する｡ 途端に, 映画になる｡ 貴重な女優
さんであった｡ 客は, 裕次郎や小林旭に酔うのだ
が, 実際は, 浅丘さんとからむ二人に酔っていた
のだ｡ 考えてみると, コンビというのは, 決まっ
ていて, 吉永さんには, 浜田光夫, 和泉雅子さん





















に,｣ 裕次郎は, あまり歌はうまくなく, ムード
だけで歌っているように思っている人もいるが,
とんでもない話で, この 『憎いあンちくしょう』,









するが, 是非, 見ていない方は見て下さい｡ 寅さ
んシリーズは, かなり嫌味な作品で, 寅さん一家
は, 取り返しがつかないことを平気で言ってしま
う｡ だから, 国民的な名作だというのに, 私はあ
まり採らないが, この, リリーとの絡みは, 実に
暖かい｡ 優しい映画なのである｡ 又, 浅丘の役回
りがいい｡ ドサ回りのクラブ歌手である｡ 『星の


























最後に, 彼女の女優論を一つ｡ 最近, 彼女の対
談を聞いたときのこと, 彼女は, 舞台稽古でも,
















は, 言わずと知れた, 吉永小百合さんである｡ 主
人公の夢千代は母親の胎内にいたとき, 広島で被















いて, たまに, お会いしたのだが, 早坂さんは歌
がうまく, 『満州娘』 などを楽しそうに歌われて
いた｡ 私も, 早坂さん作詞の, ｢夢日記｣, これは,
夢千代日記を歌にしたもので, 大月みやこさんの
歌である｡ 小百合さんの 『夢千代日記』 とは異な
る｡ しかし, これも早坂さんの作詞である｡ これ
を歌うと, 嬉しそうな顔をされて, ｢印税が入り





べると, 次の通りで, アーカイブスには, 入って
いるはずであるから, NHKオンラインで見るこ
とができるのではないか｡
・夢千代日記：1981年 2月 15日―3月 15日放
送, 全 5話
・続 夢千代日記：1982年 1月 17日―2月 14
日放送, 全 5話
・新 夢千代日記：1984年 1月 15日―3月 18
日放送, 全 10話
演出は深町幸男さんで, 深町さんとは, 『長崎










地位を確立した｡ 独特の, 訛りのある, 訥々とし
た, セリフが身上で, 演技がお上手なのか, そう
でもないのかよくは分からないが, いずれも名作





い｡ 殆どが, 普通の物静かな, 中流の上の家庭の
父親役であり, その中から, みなさんのお好きな
作品を探すのがいいでしょう｡ 『晩春』, 『麦秋』,
『お茶漬の味』, 『東京物語』, 『早春』, 『彼岸花』,
『お早よう』, 『秋日和』, 『小早川家の秋』, 『秋刀
魚の味』 などは, どうでしょう｡ 北鎌倉, 京都な
どの景色の中で, いい味が感じられます｡ 又, 男





られています｡ 役者は, 断らない｡ こんな根性が
見えるような気がします｡ その中で, この一本は,
『姿なき一〇八部隊』 です｡ 棟田博原作 ｢サイパ
ンから来た列車｣ を映画化した作品である｡ 題名















マ版は, 数年前に, 制作され, 長渕剛, ビートた
けし, 小栗旬などが出演した｡ これも悪くはない
が, やはり, 映画の方か｡








嵐寛寿郎, アラカン, 子供の頃は, よくわかり
もせず, あらしかんじゅうろう〉と呼んでいた｡
何といっても, 我々にとっては, 鞍馬天狗のおじ
さんである｡ 鞍馬天狗役者は, 沢山いるが, 我ら
の鞍馬天狗は, かんじゅうろう〉であった｡ た





の 『明治天皇と日露大戦争』 (新東宝) の明治天














新東宝といえば, 私の祖母と, 大映といえば, 伯
父とであった｡ 子供ながら使い分けていたのであ
る｡ 新東宝は, 三本立てなどが多く, 楽しみであっ
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た｡ さて, 明治天皇の映画には, 子供でもまいっ
た｡ 日露戦争の概要は知らないではなかったが,
戦争映画とか, 内容の是非とかは, まあ, お許し
願うこととして, 日露戦争は, 大変な戦争であっ
た｡ 特に, 二百三高地の攻防は, 凄惨を極めた｡
早く, 占領しないことには, 旅順港を攻撃できな
い｡ そこに, バルチック艦隊が, 合流したことに
は, 日本の敗戦は, 確実ということで, なんとし
ても, 落とさねばならない｡ そこに, 乃木大将の,
苦悩があった｡ 国内では, 乃木さんの更迭論があっ
たのであるが, 天皇は頑として, 首を振らなかっ
た｡ この恩を乃木さんは, 一生忘れず, 後に, 天
皇崩御の後を追い, 夫婦で, 殉死することとなる｡
天皇の, アラカンさんに対し, 乃木役は, それ程
大物ではない, 林寛さん｡ しかし, 役者が目立ち
すぎず, これが良かった｡ 乃木役は, 仲代達矢,




その後, 我々は, もっと違った形で, アラカン
さんにお世話になることとなる｡ 1963年, 東映








鬼虎さんである｡ とにかく, かっこよく, 主人公




程の, 名作がある｡ しかしながら, 彼は, 笠智衆






澤監督の 『野良犬』, 拳銃を盗まれた, 三船敏郎
扮する若手刑事と組むベテラン刑事役を演じた｡
これは, 映画としても素晴らしい｡ 次に, 『生き
る』｡ この映画では, 癌で余命幾ばくもないこと
を知り, 最後の仕事に命を懸ける, 市役所の万年
課長を演じた｡ 公園のブランコで, 命短し, 恋
せよ乙女〉と歌うシーンは, 映画史に残る名シー
ンであり, これを, この一本にあげてもいいので
あるが, やはりこの一本は, 『七人の侍』 である｡
志村さんは, この映画で, 侍達のリーダー勘兵





途端に, 髷をそり始める｡ そして, さも頼りなげ
に, あばら家に向かうのである｡ さて, どうなる
か｡ 映画とは, そういうものであろう｡ これを,
もとにして, アメリカで, 『荒野の七人』 という








襲』, 『三十六人の乗客』, 『用心棒』, 『モスラ』,
『椿三十郎』, 『天国と地獄』 など｡ そして, 『男は













の後, 東宝映画 『ニッポン無責任時代』 に出演し,







い評価を受けた｡ これは, 大ヒットした, 『喜び







画, 大林宣彦監督の 『あした』 を採りたい｡ 大林
監督得意の, 尾道市を舞台にした, 『新尾道三部
作』 の二作目に当たる｡ 前作の 『ふたり』 と同様,
人の死が重要なテーマになっている｡ 原作は, 赤
川次郎の小説 『午前 0時の忘れもの』｡ 小型客船
の乗客九名が突然の嵐で, 船が沈没し, 全員死亡
する｡ 様々な人たちが乗っていたが, その残され
た恋人, 夫, 妻, 家族のもとに, 数ヵ月後, ｢今





が, 津島恵子さん｡ それ以外にも, 旅をしている,
若い女性, ヤクザの子分, 別れた恋人同士, 愛人,
子供などが絡んで, 暖かいドラマが展開していく｡









行っては, 彼らの, お芝居と音楽に, 年末を迎え
た喜びを感じていたものであった｡ それほど, 豪
華なショーであった｡ 又, その他の推薦する作品
は, やはり 『無責任シリーズ』 である｡ どれでも
いいから見てください｡ 面白いこと請け合いです｡
以 上
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